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1． 業務概要 

1.1  適用範囲 

 本業務報告書は、国土交通省国土政策局国土情報課の実施する「平成 31年度地下水の見える化

手法に関する検討業務」についてとりまとめたものである。 

本業務は、「平成 31 年度地下水の見える化手法に関する検討業務 仕様書によるほか、関連す

る規定・指針及び監督職員の指示により実施した。 

 

1.2  業務目的 

近年、地下水が限りある重要な資源との認識のもと、地方公共団体等において地下水の保全に

関する条例の制定や地下水摂取の規制がなされるなど、地下水資源の保護、保全の取組みが行わ

れている。それらの推進や地下水資源の有効利用など、適切な国土管理に資するため、地下水の

涵養量、水質及び水流などの地下水に関する基礎的な情報の把握が必要であり、地下水に関する

基礎的なデータの整備やそれらの情報の視覚化が求められている。また、平成 27 年に閣議決定

された「水循環基本計画」、「国土形成計画」等を踏まえ、「持続可能な地下水の保全と利用の推進」

に資するため、各主体との連携をより一層進めるとともに、地域の実情等を十分に踏まえた取組

みが重要である。 

平成 25年度から、パイロット地区における地下水情報の試作図作成等を通じて、地下水の見え

る化手法の検討及び手順のマニュアル化を検討し、平成 30 年度までに作業要領（マニュアル）案

を作成している。本業務は、パイロット地区における試作図作成等の地下水の見える化調査を通

じた作業要領（マニュアル）案の検証と調査成果の利活用促進及び国以外の主体による調査促進

に必要な検討等を行うものとした。 

 

1.3  履行期間 

履行期間は以下の通りである。 

令和元年 7月 23 日～令和 2年 3月 6日 

 

  



1.業務概要 

1-2 

1.4  業務フロー 

本業務の業務フローを図 1.4.1に示す。 

 

 

 

図 1.4.1 業務フロー 
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2． 業務内容 

2.1  計画準備 

本業務を円滑に遂行するために、業務計画書を提出し、監督職員の承諾を得たうえで業務を実

施した。 

 

2.2  地下水の「見える化」に関する情報収集 

2.2.1  パイロット地区選定のための情報収集 

昨年度の業務で、秋田県、山形県の市町村に対して実施したアンケート調査において、「地下水

の見える化調査」に関心があると答えた地区を対象に、インターネット等を通じて地下水利用の

実態や地下水資源、井戸、希少生物、それらの保全活動、地下水関連商品のブランド化による地

方創生などの取り組みなどに関する情報を網羅的に収集した。また、収集した情報とアンケート

調査で得られた情報を合わせて検討し、パイロット地区候補を選定した。 

 

2.2.2  有識者ヒアリング 

選定したパイロット地区候補において、さらに地下水データの有無や利用ニーズ等を、当該地

区の事情に精通した有識者や行政担当者にヒアリングを実施し、本調査実施の実現性、水細部調

査への発展の可能性等を探った。 

 

2.2.3  パイロット地区の選定 

収集した情報や有識者等へのヒアリングをふまえ、当調査への関心への関心の高さ、地下の構

造に関する地形・地質等の資料や涵養量、水質、ボーリングデータ、地下水位等に関わる既存資

料等があること、また、それらの情報を活用して地域のニーズにあった地図を作成できる可能性

が高いという理由から、パイロット地区として秋田県のにかほ地区を選定した。 

 

2.2.4  データ収集 

パイロット地区において、地形、地質、降水量、井戸位置、地下水位、地下水等高線、地下水質

等の地下水に関連する基本的な情報のほか、地域のニーズに合わせ、観光や歴史、産業、ブラン

ド、防災等に関する情報もあせて収集した。 
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2.3  パイロット地区の現状と調査方針の検討 

パイロット地区における地下水に関する取組みや利活用の課題等を把握し、調査方針の検討を

行い、にかほ市総合政策課、にかほ市ガス水道局、鳥海山・飛鳥ジオパーク推進協議会の協力を

得て調査を進めることとなった。また、にかほ市において地下水情報の利活用方針や主題図の内

容については、明確な方針があったため、検討委員会等の設置・運営はしないこととした。 

 

2.4  試作図の作成 

2.4.1  情報収集・整理 

にかほ市を対象に、試作図の作成に必要な地下水に関する情報の収集及び地域のニーズ等の主

題の選定に資するため行政担当者等へのヒアリングを実施し、その結果として得られた情報の整

理を行った。 

 

2.4.2  試作図案の検討 

2.4.1 で収集した情報及びヒアリング結果等を踏まえ、地域のニーズや地下水の利用に関する

課題を把握し、試作図のテーマ（主題）等について検討した。 

 

2.4.3  試作図の決定 

2.4.2の検討結果をもとに、関係者（にかほ市等）の意見も踏まえて、作成する試作図のテーマ

を選定し、作成する試作図を決定した。 

 

2.4.4  試作図の作成 

 収集した資料やにかほ市から提供された地下水に関する既存調査結果（地下水位や水質データ）

等を用いて、試作図の作成を行った。作成した試作図についてはサムネイルを示し、その概要を

まとめた。また、試作図がオープンデータとして公開されることを前提として図面作成等に使用

したデータの原典情報を整理した。 
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2.5  今後のパイロット地区候補選定のための調査 

2.5.1  アンケート内容の検討 

今後の調査等の検討に資するために、地域における水調査に対する積極性、水ブランドや水

イベントの有無、地下水関連の地域資源、地下水データの有無、ホームドクターの存在等につ

いての情報収集ができるようにアンケート内容を検討した。 

なお、アンケート調査は、本調査が関東地方以西に偏り、関東地方から北の地域の情報が不

足していたため、東北地方の宮城県及び福島県を対象に実施した。 

2.5.2  アンケート調査の実施 

 宮城県及び福島県内の地下水の利用が見込まれる市町村を対象に、2.5.1 で検討したアンケ

ート内容に従って調査を実施した。調査は電話によるアンケート調査への協力依頼を行ったう

えで、宮城県及び福島県（浜通り地区を除く）の計 81市町村にアンケート票をメールで送付し

た。 

 

2.6  水細部調査準則（案）及び作業要領（案）の適用性検証及び更新案の作成 

2.6.1  水細部調査準則（案）及び作業要領（案）の適用性検証 

水細部調査の作業方針は準則（案）に、大まかな作業内容や手順は要領（案）にまとめられて

おり、さらに作業の詳細はマニュアル（案）に整理されている。よって、適用性の検証は準則（案）

と要領（案）だけでなく、マニュアル（案）も対象として合わせて行うこととした。 

パイロット地区において、準則（案）、要領（案）及びマニュアル（案）に基づく「地下水の見

える化調査」を実施することで得た新たな知見、抽出された課題をもとに適用性の検証を行った。 
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図 2.6.1 昨年度作成されたマニュアル（案） 

 

 

2.6.2  水細部調査準則（案）及び作業要領（案）の更新案の作成 

調査方針等の上位部分に関する修正が必要と判断される場合は、準則（案）や要領（案）の更

新を行い、作業の詳細に関する修正が必要と判断される場合は、マニュアル（案）を更新するこ

ととした。 

 

2.7  成果の利活用・普及啓発等の検討及び水基本調査として今後取り組むべき方向性

の整理 

2.7.1  利活用事例集の検討 

地下水の見える化の成果において、既存のコンテンツ（アーカイブ、パンフレット、ガイドブ

ック等）の有効活用について、検討した。 

 

2.7.2  専門家ヒアリング 

今後の地下水に関する調査の展開を検討することを目的として、国が実施する地下水調査（水

基本調査）のあり方や成果のオープンデータ化の検討に資する情報を入手するため、専門家にヒ

アリングを行った。 
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2.7.3  今後の方向性検討 

2.7.2 を通じ得られた知見をもとに、水基本調査において今後取り組むべき方向性について整

理した。 

 

2.8  報告書の作成 

上記の調査・検討結果をとりまとめ、業務報告書を作成した。 
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3． 地下水の「見える化」に関する情報収集 

3.1  地下水の「見える化」に関する情報収集 

3.1.1  パイロット地区選定のための情報収集 

昨年度の業務で、秋田県、山形県の市町村に対して実施したアンケート調査において、「地下水

の見える化調査」に関心があると答えた地区を対象に、インターネット等を通じて地下水利用の

実態や地下水資源、井戸、希少生物、それらの保全活動、地下水関連商品のブランド化による地

方創生などの取り組みなどに関する情報を網羅的に収集・整理した。パイロット地区候補に選定

した理由等を表 3.1.1 に、収集した情報の整理結果を表 3.1.2 に示す。 

表 3.1.1 パイロット地区候補の選定理由等 

地区名 選定理由（内容） 
地形 

タイプ 

ホーム 

ドクター 

候補 

秋田県 

にかほ市 

にかほ市水源保護地域を指定し、当該市を含む秋田県・山形県境

４市町で運営している「鳥海山・飛島ジオパーク」には、地下水・

湧水に関連するジオサイトが複数登録されている。元滝伏流水、

獅子ヶ鼻湿原、福田の泉等、地下水関連の観光スポットがある。 

平野型・

扇状地 

秋田大学 

林教授 

山形県 

米沢市 

地下水位観測や取水量調査等昭和 50年前後からのデータがそろ

っている。冬季における消雪用地下水採取量が多く、年間採取量

の約 8 割を占めている状況であり、過剰揚水に伴う井戸枯れが

懸念されている。慶次清水、滝の清水、澄心の泉は山形県が認定

する「里の名水やまがた百選」に登録されている。 

盆地型 

山形大学 

山野井名

誉教授 

山形県 

天童市 

地下水利用適正化の啓発や「逆さ井戸」による地下水涵養事業を

実施している。サケの稚魚放流事業やサケの遡上観察会、イバラ

トミヨ（天然記念物）の保存会による河川清掃や小学生対象の学

習会、地域を流れる川の上流にある森林の下刈りや河川の水源

涵養についての学習会等、地域教育、理解促進に力を入れてい

る。 

盆地型 

産業技術 
総合研究
所  町田
ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 

秋田県 

由利本荘市 

地下水からつくった日本酒、地ビール、味噌、醤油、うどん等の

産業が盛んで、地域の水道水としての活用や湧水地を核とした

親水公園を整備している。市民の憩いの場として活用。地下水に

ついて広く市民に理解してもらいたいとの要望がある。 

平野型 
秋田大学 
林教授 

その他 

その他、秋田県で 5 自治体（秋田市、鹿角市、仙北市、小坂町、大潟村）、山形県で 4

自治体（山形市、山辺町、飯豊町、遊佐町）が、「地下水の見える化調査」に関心があ

ると答えた。 

 

  



3.地下水の「見える化」に関する情報収集 

3-2 

表 3.1.2 パイロット地区候補に関する収集情報の整理結果（1） 

 地区名 自治体 自治体等の主な取組み 

1 

に
か
ほ
市 

秋田県 

／にかほ市 

・「鳥海山・飛鳥ジオパーク推進協議会」に参加（運営） 

・「水源保護地域の指定」（H19）の指定 

・「平成の名水百選」（環境省）に選定（元滝伏流水） 

・「水土里キッズのわくわく探訪 inにかほ」（H28）を実施 

（主催：水土里ネット秋田） 

・「環境保全フォーラム 2018in にかほ」の開催 

（鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会・にかほ市）  

・「疎水百選」（農林水産省）に選定（上郷温水路群、H18） 

・「平成 15年度（2003年度） 土木学会推奨土木遺産」 

（社団法人土木学会）に選定  

・「有形文化財（建造物）」（秋田県）に指定（上郷の温水路群、H21） 

・「国指定名勝」に指定（奈曽の白瀑谷、S7）（おくのほそ道の風景

地象潟及び汐越三崎、H26,H27） 

・「国指定天然記念物」に指定（象潟、S9）（鳥海山獅子ヶ鼻湿原植

物群落及び新山溶岩流末端崖と湧水群、H13） 

2 
米
沢
市 

山形県/米沢町 

・広報誌等を用いて地下水適正利用に関する啓発の実施 

・市内 3箇所の地下水位観測（S51～） 

・市内約 3千本の井戸の年間採水量調査 

・「里の名水・やまがた百選」（山形県）に選定 

・「窪田水辺の楽校」で簡易水質調査の実施 

・「水源保護地域の指定」（H26）の指定 

・米沢地区地下水利用対策協議会（S51）の設立 

3 
天
童
市 

山形県/天童市 

・地下水利用適正化の啓発や逆さ井戸による地下水涵養事業 

・サケの稚魚放流事業やサケの遡上観察会 

・イバラトミヨ（天然記念物）の保存会による河川清掃や小学生対象 

の学習会 

・地域を流れる川の上流にある森林の下刈りや河川の水源涵養につ

いての学習会 

・天童公園親水空間整備の実施 

4 

由
利
本
荘
市 

秋田県 

/由利本荘市 

・地下水からつくった日本酒、地ビールの道の駅「東由利」の温泉保

養施設で販売（①市内石脇地域では、昔から新山からの湧き水を活

用し日本酒・味噌・醤油うどんが作られている。②市内矢島地域で

は、鳥海山の伏流水を使った日本酒・ミネラルウォーターが作られ

ている。③市内東由利地域では、ボツメキ湧水を活用した地ビール

造り、地域の水道水としての活用、また、湧水地を核とした親水公

園整備を整備し、市民の憩いの場として活用。④これらの資源を活

用し、鳥海山・飛島ジオパークとして観光・学習・産業・保全に結

び付けた取組を行っている。） 

・「鳥海山・飛鳥ジオパーク推進協議会」に参加（運営） 

・市が整備を進めた河川利用総合レクリエーション施設があり、中に

は「水と川のミュージアム」等のゾーンがある 
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表 3.1.2 パイロット地区候補に関する収集情報の整理結果（2） 

 
地
区
名 

自治体に対するメリット 水に関するデータの充実度 

1 

に
か
ほ
市 

・市民（ジオガイド）向け講座用の地

下水関連図面を作成し活用できる。 
○ 

・H30年度水質検査結果および H31水質検査計

画を公表（何年から実施されているかは不

明） 

・国内初の温水路の場所やできるまでの過程

についての情報 

・にかほ市水資源保護地域図 

・名水やジオパークに関連するデータ 

・特産品:アワビ、岩ガキ、みそ、醤油、地酒 

2 
米
沢
市 

・地下水障害や地下水障害が懸念さ

れる地点を示す図面を作成し活用

できる。 

◎ 

・市内 3箇所の地下水位観測データ（S51～） 

・市内約3千本の井戸の年間採水量データ 

・H30年度水質検査結果および H31水質検査計

画を公表（何年から実施されているかは不

明） 

・水資源保護地域図（2箇所） 

・河川の水質調査結果 

・八湯マップ（温泉） 

・ため池・河川ハザードマップ 

・特産品：米沢牛、ラーメン、舘山りんご 

3 
天
童
市 

・市民向けの地下水関連図面や、企業

向けに地下水の豊富さを示す図面

を作成し活用できる。 

◎ 

・H30年度水質検査結果 

・理学機器や食品生産等の工場の工業団地地

図 

・湧水の位置 

・特産品：もも、サクランボ、ラ・フランス、

りんご、苺、ブドウ、地酒、日本酒、天童牛 

4 

由
利
本
荘
市 

・地下水分布状況を示す図面や、市民

向けの地下水関連図面を作成し活

用できる。 

○ 

・水道課：平成 29年度以降の水質データあり 

・東由利産業課：毎月１回、源水水質検査（水

道法） 

・名水やジオパークに関連するデータ 

・特産品：そば、うどん、秋田由利牛、ボツメ

キビール、鳥海山自然水 
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表 3.1.2 パイロット地区候補に関する収集情報の整理結果（3） 

 地区名 ホームドクター候補 

1 にかほ市 

・林 武司（秋田大学/40代後半/ 水文学、水文地質学、自然地理学、陸水） 

・網田 和宏（秋田大学/40代後半/水資源・地表環境学） 

・島野 安雄（文星芸術大学（おそらく）/70代/水文学、自然地理学） 

2 米沢市 

・横山孝男（山形大学大学院 名誉教授/71 才/機械工学、地下水文系の環境

保全と汚染域の浄化） 

・山野井徹（山形大学 名誉教授/75才/地質） 

・大岩敏男（大岩環境技術士事務所 代表/68才/水環境、土壌・地下水汚染）  

3 天童市 ・町田 功（産業技術総合研究所/50代くらい/水文地質学） 

4 由利本荘市 ・林 武司（秋田大学/40代後半/ 水文学、水文地質学、自然地理学、陸水） 

 

3.1.2  有識者ヒアリング 

選定したパイロット地区候補において、さらに地下水データの有無や利用ニーズ等を、当該地

区の事情に精通した有識者や行政担当者にヒアリングを実施し、本調査実施の実現性、水細部調

査への発展の可能性等を探った。 

ヒアリングを実施した有識者・行政担当者を、表 3.1.3に示す。 

表 3.1.3 パイロット地区候補に関するヒアリング先 

ヒアリング先 ヒアリング日 ヒアリング内容 

谷口 真人氏 

（総合地球環境学研究所） 
令和元年 8月 

・パイロット地区候補に関する情報 

・地下水や湧水に関するデータの有無 

・ホームドクターの有無 

・利活用イメージ 

にかほ市 企画調整部  

総合政策課 
令和元年 8月 

・地下水に関する取組み 

・地下水や湧水に関する課題 

・地下水や湧水に関するデータの有無 

・有識者や専門家の有無  

・利活用イメージ 
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3.1.3  パイロット地区の選定 

収集した情報や有識者等へのヒアリングをふまえ、地下の構造に関する地形・地質等の資料、

涵養量及び水質、ボーリングデータ、地下水位等を把握できる既存資料等を活用して試行的に地

下水の実態を図化できる地区として、秋田県にかほ市を選定した。 

 

3.1.4  データ収集 

パイロット地区として選定したにかほ市の試作図作成にあたり、地形、地質、降水量、井戸位

置、地下水位、地下水等高線、地下水質等の地下水関連情報のほか、パイロット地区のニーズに

合わせ、観光や歴史、産業、ブランド、防災等に関する情報も収集した（5.1を参照）。
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4． パイロット地区の現状と調査方針の検討 

4.1  地下水の「見える化」「見せる化」調査の実施体制 

にかほ地区における地下水の見える化調査を実施するにあたり、実施体制の検討・調整を行っ

た結果、調査は「にかほ市総合政策課」の協力を得て実施することとなった。また、にかほ市

は、鳥海山・飛島ジオパーク協議会の事務局となっており、同ジオパーク協議会では、秋田大学

等の有識者からアドバイザーとして協力を得ている関係から、試作図や図面の利活用方法につい

ては、鳥海山・飛島ジオパーク協議会のアドバイザーをしている秋田大学の地下水及び火山地質

の研究者の協力のもと調査を進めることとした。 

4.2  にかほ市における地下水に関わる状況、課題 

にかほ市における、地下水に関連する状況を以下に整理する。また、課題やその対応方針につ

いても整理を行った。 

① にかほ市の地下水や湧水に関わる状況について 

・ ジオパークの認定を受けており、地下水の見える化調査はジオパークの活動の中でも

利活用が期待できる。 

・ 水源保護条例があるが、工業用水の規制はない。地盤沈下も特に報告されていない。 

・ 地下水の利用状況として、水道水の 90％以上を地下水で賄っている。 

・ 地下水に関する調査として、水道局による水源確保のための水質調査が行われている。 

・ 地元の産業としては、主に大竹地区においていちじく栽培が盛んで、地元では今後栽培

範囲を広げたい意向。 

・ 川袋川は鮭の遡上が多く、川袋鮭生産組合によりギンサケの捕獲・採卵及び放流が行わ

れ、卵の育成に 100%湧水が使われている。 

・ 教育委員会において「にかほ市の成り立ち」についての副読本を作成している。 

・ 市内の業者が地下水を取水して、ペットボトルで販売している。 

・ にかほ市全体の地史や地質等をまとめた図書「仁賀保郷記」がある。 

 

② 地域の地下水や湧水に関する課題について 

・ ジオパークでは、“水の循環”をテーマとしているので、鳥海山の水と人々の暮らしと

の関わりのストーリーが示せるとよい。 

・ 水が豊富と言われる中でジオパークを進めているが、根拠となる情報が不足しており、

情報の提示が不可欠。 

・ 平成 30 年からにかほ市長がジオパーク協議会の会長を務めている関係から、ジオパー

ク協議会として独自の「地下水の見える化」に発展する可能性がある。 
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・ 地下水を使ったウイスキー作りについて企業から相談を受けるなど、企業誘致に結び

つけるための地下水の基礎情報等が必要。 

・ 上郷地区では湧水がみられ、水を汲みに来る人も多く、市の水源にもなっているが、涵

養源についての詳細な情報がない。 

4.3  にかほ市における調査方針 

にかほ市は、秋田県南西部に位置し、西は日本海、南は鳥海山に面している。平成 27年 3月に、

鳥海山山麓に位置する由利本荘市、遊佐町、酒田市の 3 自治体と共に、鳥海山・飛鳥ジオパーク

構想推進協議会を発足した。翌年の平成 28年 9月 9日には、日本ジオパークネットワークへの加

盟が認められ、「鳥海山・飛島」地域が日本ジオパークに認定された。鳥海山・飛島ジオパークで

は、全体テーマを「日本海と大地がつくる水と命の循環」とし、サブテーマを「暖流・活火山・湧

水がおりなす自然と暮らし」としており、特に「水と命の循環」や「湧水がおりなす自然と暮ら

し」というテーマは、地下水の見える化調査との親和性が高い。 

このような背景から、にかほ市の水と暮らしに関わる情報について整理することで、鳥海山・

飛島ジオパークに関連する取組みを促進し、市民や企業における地下水に対する関心の向上や産

業の発展、各主体による自主的な取組みへの促進に活用することを目的として調査を実施するこ

ととした。図 4.3.1 には調査のフローを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（URL：https://chokaitobishima.com/about/theme） 

＜参考：鳥海山・飛島ジオバークについて＞  
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②地下水情報図面化 

①主題図案の整理・資
料収集等 

主題図案の整理 

地域の有識者等の選定 

 

資料収集 

有識者等による成果物の確認 

納品 

③調査成果図作成・ 

確認 

聞き取り調査の実施 

地下水情報の整理および図面化 

調査成果図の作成 

図 4.3.1 にかほ地区における調査の流れ 
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5． 試作図の作成 

5.1  情報収集・整理 

にかほ市の試作図作成にあたり、にかほ市の行政担当者や有識者へのヒアリングやインターネ

ット等により、試作図に利用可能なデータ・情報を収集した。ヒアリング先を表 5.1.1 に、収集

した情報を表 5.1.2に整理した。 

表 5.1.1 ヒアリング先 

 カテゴリ 内容例 所属 氏名 

1  
行政担当者 

（にかほ市） 

にかほ市の地下水を含め

た総合的な内容 

にかほ市  

企画調整部 総合政策課 

ガス水道局 

佐藤氏、 

佐藤氏 

2  ジオパーク担当 
ジオパークの活動内容や

アドバイザー情報 

鳥海山・飛島ジオパーク推

進協議会 
村上氏 

3  地下水の学識者 にかほの地下水・湧水  
秋田大学 

教育文化学部地域文化学科 
林教授  

4  地質の学識者 にかほの地質・火山 
秋田大学 

大学院教育学研究科 
林教授 

 

表 5.1.2 収集した情報 （1） 

NO 資料名 提供元／出典 備考 

1 
地理学野外実習報告書(2016)鳥海(山

形県酒田市,遊佐町,秋田県にかほ市) 

にかほ市より提供/横浜国立大学教

育人間科学部 
報告書 

2 

2015年度 鳥海山・飛島ジオパーク

構想のジオストーリーとジオサイト

に関する研究「湧水に関する調査」

報告書 

にかほ市より提供/秋田大学教育文

化学部 
報告書 

3 

平成 30年度_鳥海山・飛島ジオパー

クにおける水環境に関する研究 報

告書 

にかほ市より提供 報告書 

4 
鳥海山北面水系における象潟温水路

灌漑整備に関する史的考察 
秋田大学/にかほ市より提供 論文 

5 

Lahar record during the last 2500 

years  Chokai Volca 2019 Journal 

of Volcan 

秋田大学林信太郎先生より提供 論文 

6 
ScienceDirect articles 11Dec2019 

01-25-37.129 
秋田大学林信太郎先生より提供 論文 

7 
第 8回東北ジオパークフォーラム

（保護保全分科会）現地資料 
にかほ市より提供 資料 

8 
上郷温水路群 位置図（文化財保護

課） 
にかほ市より提供 資料 

9 「水道水源保護区域」について にかほ市より提供 資料 

10 
ガス水道局 地下水の取り組み 今後

の課題 
にかほ市より提供 資料 

11 ジオサイトカルテ にかほ市より提供 資料 

12 にかほ市水道水源保護区域図 にかほ市より提供 資料 

13 旧上水道区域・旧簡水等区域 にかほ市より提供 資料 

14 上水道区域 にかほ市より提供 資料 
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表 5.1.2 収集した情報 （2） 

NO 資料名 提供元／出典 備考 

15 水源別の取水量実績及び計画取水量 にかほ市より提供 資料 

16 地下水 30年度取水実績のあるもの にかほ市より提供 資料 

17 東北水道料金ランキング にかほ市より提供 資料 

18 象潟地区 1～5 にかほ市水道局より提供 資料 

19 仁賀保地区 1～3 にかほ市水道局より提供 資料 

20 
地質図(象潟, 鳥海山及び吹浦, 矢
島) 

秋田大学林信太郎先生より提供 資料 

21 鳥海山麓湧水に関する文献 秋田大学林武司先生より提供 資料 

22 
秋田象潟海岸域における地下水の湧

出特性(菅原仁人) 
秋田大学 論文 

23 

鳥海山麓の地下水に関する地球化学

的研究―とくに山形県遊佐町の地下

水について―(加藤武雄/志田勇) 

日本地下水学会会誌 第 18 巻 第 3

号 
論文 

24 

名水を訪ねて(54)秋田県の名水―力

水・出壷・滝の頭湧水など―(島野安

雄/肥田登) 

地下水学会会誌 第 43巻 第 3号 論文 

25 にかほ市水道水源保護地域図 にかほ市ガス水道局管理課 資料 

26 
環鳥海 シンポジウム 「川のめぐみ

と共に生きる」 
国土交通省国土計画局 資料 

27 象潟町史 資料編Ⅰ 象潟町 書籍 

28 象潟町史 資料編Ⅱ 象潟町 書籍 

29 象潟町史 通史編上 象潟町 書籍 

30 象潟町史 通史編下 象潟町 書籍 

31 金浦町史 上巻 金浦町 書籍 

32 金浦町史 下巻 金浦町 書籍 

33 仁賀保町史 普及版 仁賀保町教育委員会 書籍 

34 
BASHO 北限の旅 松尾芭蕉の「おくの

ほそ道」をめぐる！ 

日本海きらきら羽越観光圏推進協議

会 
パンフレット 

35 NIKAHO たのし にかほし きもちよし にかほ市商工観光部商工政策課 パンフレット 

36 SAKE 
日本海きらきら羽越観光圏推進協議

会 
パンフレット 

37 
Touch！にかほエリア（鳥海山・飛島

ジオパーク） 

鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会

事務局 
パンフレット 

38 

Touch！日本海と大地がつくる水と命

の循環 鳥海山・飛島ジオパーク総

合パンフレット 

鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会

事務局 
パンフレット 

39 
Touch！飛島エリア（鳥海山・飛島ジ

オパーク） 

鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会

事務局 
パンフレット 

40 
Touch！遊佐エリア（鳥海山・飛島ジ

オパーク） 

鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会

事務局 
パンフレット 

41 
おくのほそ道の風景地スタンプラリ

ー 
大垣環境協会 パンフレット 
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表 5.1.2 収集した情報 （3） 

NO 資料名 提供元／出典 備考 

42 
きたかた文学マップ（象潟を訪れた文

人の作品と足跡） 

にかほ市象潟郷土資料館,にかほ市

観光協会 
パンフレット 

43 
ジオパークを止めるな！（第 8回東北

ジオパークフォーラム） 

NPO法人遊佐長会観光協会, 鳥海

山・飛島ジオパーク推進協議会事

務局 

パンフレット 

44 ニカホプレミアム誕生 にかほブランド推進協議会事務局 パンフレット 

45 
ぺろっと 鳥海山・飛島～たのしくおい

しいものがたり～ 

鳥海山・飛島ジオパーク推進協議

会事務局 
パンフレット 

46 
んめもの地図 にかほ市の「おいしいも

の」を集めた一冊 仁賀保・金浦・象潟 
一般社団法人にかほ市観光協会 パンフレット 

47 歌枕 象潟の旅 にかほ市象潟郷土資料館 パンフレット 

48 
秋田ドライブマップ 象潟・鳥海山を

めぐる！自然と歴史の探索マップ 

東日本高速道路(株)東北支社秋田

管理事務所 
パンフレット 

49 
秋田ドライブマップ 日本海サンセッ

トライン 

東日本高速道路(株)東北支社秋田

管理事務所 
パンフレット 

50 秋田にかほ観光紙草紙 2019-2020 版 にかほ市商工観光部観光課 パンフレット 

51 鳥海山ガイドブック 
鳥海鉾立ビジターセンター,にかほ

市観光協会 
パンフレット 

52 
日本遺産 荒波を超えた男たちの夢が紡

いだ異空間 

にかほ市教育委員会文化財保護課,

にかほ市商工観光部観光課 
パンフレット 

53 伏流水の瀑布 一般社団法人にかほ市観光協会 パンフレット 

 

 

表 5.1.2 収集した情報 （4） 

NO サイト名 URL 

1 
にかほ市 HP(にかほ市都市計画マスタ

ープラン) 

https://www.city.nikaho.akita.jp/administration/d

etail.html?id=23 

2 
鳥海山・飛鳥ジオパーク(にかほエリ

ア) 
https://chokaitobishima.com/area/nikaho 

3 
秋田大学(コラム：地震が起きた地形

に関して) 

https://www.akita-

u.ac.jp/honbu/social/column/item.cgi?column2&11 

4 
にかほ市 HP(「にかほ市水源保護地

域」が指定されました) 

https://www.city.nikaho.akita.jp/life/detail.html

?id=135 

5 

水のソムリエ(鋭い冷たさを持つ【秋

田県の名水】4カ所をご紹介～名水百

選より～) 

https://water-som.com/knowledge/akita-famous-

water/ 

6 にかほ市観光案内 http://www.nikaho-kanko.jp/ 

7 にかほ市観光スポット https://www.kisakata.nemunooka.jp/kankovideo 

8 にかほ市観光案内(観光マップ) http://www.nikaho-kanko.jp/sight/ 

9 
skyticket 観光ガイド(にかほ町にある

象潟町周辺の観光スポット 5 選) 
https://skyticket.jp/guide/83199#articleHead_3 

10 
秋田県のがんばる農村漁村集落応援サ

イト 

https://common3.pref.akita.lg.jp/genkimura/area/d

etail.html?cid=22&id=862 

11 
にかほ市 HP(都市計画用途地域を見直

しました) 

https://www.city.nikaho.akita.jp/administration/d

etail.html?id=2783 

12 
上郷地区温水路群 秋田県にかほ市 ～

象潟温水路～ 

http://www.pref.akita.jp/fpd/ka_notiseib/kikaku/s

osui/kamigou.htm 

13 
秋田県にかほ市の特産品 たくさんと

くさん 特産品情報サイト 

https://www.takusan.net/link/furusato/akita/05069

.html 
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表 5.1.2 収集した情報 （5） 

 

  

NO サイト名 URL 

14 水土里ネット秋田 http://www.akita-midori.net/impro/index.htm 

15 株式会社飛良泉本舗[飛良泉] http://www.osake.or.jp/kuramoto/16hiraizumi.html 

16 
にかほ市 獅子ケ鼻湿原 - 環境省選定 

平成の名水百選 

https://water-pub.env.go.jp/water-pub/mizu-

site/newmeisui/data/index.asp?info=9 

17 

鳥海山・飛鳥ジオパーク(環境保全フ

ォーラム 2018ｉｎにかほ 

「次世代に伝えたい象潟の景観」） 

https://chokaitobishima.com/report/forum.html 

18 

美の国秋田秋田県公式サイト(「水土

里キッズのわくわく探訪 in にかほ」

が開催されました) 

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/11181 

19 
小さな旅のしおり～水鏡の郷 潤う ～

秋田県 にかほ市 - NHK 
https://www.nhk.or.jp/kotabi-blog/100/276409.html 

20 

日本地質学会学術大会講演要旨(秋田

県にかほ市に出現した仁賀保衝上断層

群の一部と見られる断層について) 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/geosocabst/2010/0/

2010_0_396/_article/-char/ja/ 

21 
鳥海山・飛鳥ジオパーク(にかほ市を

つくった岩なだれのお話) 
https://chokaitobishima.com/column/hayashi4.html 

22 
秋田県 にかほの気温、降水量、観測

所情報 
https://weather.time-j.net/Stations/JP/kisakata 

23 秋田県の代表的な湧水 
https://www.env.go.jp/water/yusui/result/sub4-2/PRE05-

4-2.html 

24 

あきた元気ムラ！秋田県のがんばる農

山漁村集落応援サイト(清水場の湧水

「出壺（でつぼ）」) 

https://common3.pref.akita.lg.jp/genkimura/sp/village/d

etail.html?cid=24&vid=0&id=2637 

25 秋田県の名水の水質 http://geosur.web.fc2.com/oisii_suisitu.htm 

26 全国水土里ネット(上郷温水路群地区) 
http://www.inakajin.or.jp/jigyou/tabid/264/Default.aspx

?itemid=379&dispmid=601 

27 環境省選定 名水百選 
https://water-pub.env.go.jp/water-pub/mizu-

site/newmeisui/map/tohoku.html 

28 にかほ市 HP(H30年度水質検査結果) 
https://www.city.nikaho.akita.jp/life/detail.html?id=30

03 

29 
上郷地区温水路群 | 美の国あきたネ

ット - 秋田県 
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/452 

30 
鳥海山・飛鳥ジオパーク(組織運営体制

について) 
https://chokaitobishima.com/about/organization 

31 にかほ市 HP (にかほ市の指定文化財) 
https://www.city.nikaho.akita.jp/life/detail.html?id=25

24 
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5.2  試作図案の検討 

5.1 において収集・整理した情報や地域の地下水に関わる課題等を踏まえ、試作図案とその作成

の実現可能性、地域のニーズとの整合等を整理した。また、試作図の活用イメージ等についても

検討した。 

地域の地下水等に関する課題と試作図案を表 5.2.1 に、試作図の活用イメージを表 5.2.2 に整

理した。 

 

表 5.2.1 地域の地下水等に関する課題と試作図案 

No 主題図案 作成し
やすさ 

市の 
要望 

データ
の有無 

1  

地下水に関する基礎的な図面 

地形 ◎ ☆ ◎ 
2  地質 ◎ ☆ ◎ 
3  降水量 ◎ ☆ ◎ 
4  地下水位 〇 ☆ × 
5  ジオパーク等の観光に関する

図面 

ジオサイトの場所や内容 ◎ ☆ ◎ 
6  水循環を示す図面（3D イラスト） 〇 ☆ 〇 

7  
地下水を売りにした企業誘致

の図面 

地下水が豊富であることを示

す図面（比湧出量、水をよく利

用する企業が現在どの程度市

内に存在するか等） 

〇 〇 〇 

8  
湧水に関連した農業に関する

図面 

稲作に利用される上郷温水路

群の役割や歴史 ◎ 〇 ◎ 

9  
いちじく・ソバの栽培位置や

栽培条件等 〇  
〇 

10  
水に関連した産業に関する図

面 

岩ガキ・サケの生育の水環境

等 〇  
〇 

11  
地酒や味噌、醤油と地下水の

関係 〇  
〇 

12  
地下水に育まれた希少生物の

図面 
ホトケドジョウ等の生息域の

分布と地下水の関係 〇  
× 

 

表 5.2.2 試作図案の活用イメージ 

 活用イメージ 

1  ジオパーク施設での展示 

2  小学校の課外授業、「にかほジオ学」での利用 

3  企業誘致に利用できるゾーニング情報資料 

4  市役所庁舎等での展示 

5  副読本「にかほ市の成り立ち」の材料 

6  資金調達のための合意形成ツール 

7  観光者向けパンフレット 

8  農水産物や水関連商品の宣伝用ツール 
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5.3  試作図の決定 

 5.2の結果を踏まえ、にかほ市と協議をして作成する試作図テーマを決定した。決定した試作図

のタイトルとテーマの概要を表 5.3.1 に示す。 

表 5.3.1 試作図のタイトルと概要 

Ａ：地下水に関する基礎的な図面 

図番 タイトル テーマの概要 

A-1 地形 

にかほ市の地下水に関する基礎的な地図 A-2 地質 

A-3 降水量 

            

Ｂ：テーマごとの地下水に関する図面 

図番 テーマ タイトル テーマの概要 

B-1 
観光に

関する

図面 

にかほ市のジオパー

クのみどころ  

～ジオサイトと文化

サイト～ 

観光資源の目玉である鳥海山・飛島ジオパークのジオ

サイト、文化サイトを紹介し、地下水や湧水、それに

関連するサイトが多くあり、観光資源としての地下

水・湧水の重要性を示す。 

B-2 

にかほ市の水循環   

～日本海と大地がつ

くる水と命の循環～ 

鳥海山から日本海まで続く水循環の様子を３Ｄのイ

メージ図で表現する。にかほ市における農業や漁業と

水循環との関連を解説する。 

B-3 

産業に

関する

図面 

にかほ市における地

下水・湧水の産業利

用  

～規制と利用状況～ 

にかほ市における地下水揚水地点と鳥海山周辺の湧

水分布と共に、条例による揚水規制区域を示すこと

で、現状の水利用の概要と未利用地区の状況を示す。 

B-4 

農業に

関する

図面 

寒冷地の稲作のため

の工夫 ～上郷温水

路群の役割と歴史～ 

大正から昭和期にかけてのにかほ市における稲作発

展に寄与した、上郷温水路群による灌漑の様子とその

歴史について示す。 
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5.4  試作図の作成 

試作図の名称と、使用したデータ等を表 5.4.1 に示す。河川や行政界などには、国土数値情報

や基盤地図情報数値モデルなどの既存データを主に用いた。地下水位や観測井位置などについて

は地域から情報提供を頂き、デジタイズして用いた。また、既存のホームページ等の資料も参考

にした。試作図の一覧を表 5.4.1、サムネイル画像を図 5.4.1～5.4.12 に、A3 サイズの試作図は

資料 3に掲載した。 

 

表 5.4.1 作図に用いたデータ一覧（にかほ市） （1） 

試作図名 凡例名 原典情報 

図 1地形 

地形区分 5 万分の 1土地分類基本調査 地形分類図/国土交通省 国土政策局 

道路 
国土数値情報「緊急輸送道路」 2013年度/国土交通省 国土政策

局 

鉄道 国土地理院「軌道の中心線」/国土地理院 

背景 

基盤地図情報「数値情報モデル」5ｍメッシュ（標高）、10ｍメッ

シュ（標高）/国土地理院 

赤色立体地図 アジア航測（株） ※特許 3670274号 

図 2地質 

地質分布 
5 万分の 1地質図幅/「鳥海山及び吹浦」「象潟」「矢島」 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 地質調査総合センター 

道路 
国土数値情報「緊急輸送道路」 2013年度/国土交通省 国土政策

局 

鉄道 国土地理院「軌道の中心線」/国土地理院 

背景 

基盤地図情報「数値情報モデル」5ｍメッシュ（標高）、10ｍメッ

シュ（標高）/国土地理院 

赤色立体地図 アジア航測（株） ※特許 3670274号 

図 3降水量 

降水量 
国土数値情報 平年値（気候）メッシュ 2012年度/国土交通省 

国土政策局 

道路 
国土数値情報「緊急輸送道路」 2013年度/国土交通省 国土政策

局 

鉄道 国土地理院「軌道の中心線」/国土地理院 

河川 国土数値情報「河川」 2007 年度/国土交通省 国土政策局 

背景 
地理院地図（タイル、標準地図）/国土地理院 

赤色立体地図 アジア航測（株） ※特許 3670274号 

図 B-1ジオ

パーク 

ジオサイト 

文化サイト 

拠点施設 

鳥海山・飛島ジオパーク HP 

道路 
国土数値情報「緊急輸送道路」 2013年度/国土交通省 国土政策

局 

鉄道 国土地理院「軌道の中心線」/国土地理院 

河川 国土数値情報「河川」 2007 年度/国土交通省 国土政策局 

背景 
地理院地図（タイル、標準地図）/国土地理院 

赤色立体地図 アジア航測（株） ※特許 3670274号 
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表 5.4.1 作図に用いたデータ一覧（にかほ市） （2） 

試作図名 凡例名 原典情報 

図 B-1ジオ

パーク 

ジオサイト 

文化サイト 

拠点施設 

鳥海山・飛島ジオパーク HP 

道路 
国土数値情報「緊急輸送道路」 2013年度/国土交通省 国土政策

局 

鉄道 国土地理院「軌道の中心線」/国土地理院 

河川 国土数値情報「河川」 2007 年度/国土交通省 国土政策局 

背景 
地理院地図（タイル、標準地図）/国土地理院 

赤色立体地図 アジア航測（株） ※特許 3670274号 

図 B-3地下

水産業 

地質分布 
5 万分の 1地質図幅/「鳥海山及び吹浦」「象潟」「矢島」 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 地質調査総合センター 

深井戸 揚水

量 
深井戸台帳（全国地下水資料台帳）/国土交通省 国土政策局 

水道局使用井

戸 揚水量 
水源別の取水量実績/にかほ市 ガス水道局 

湧水量 
鳥海山の地下水流動と水質形成プロセス（小笠原真志,2004）/筑波

大学修士論文 

河川 国土数値情報「河川」 2007 年度/国土交通省 国土政策局 

背景 地理院地図（タイル、標準地図）/国土地理院 

図 B-4上郷

温水路 

上郷温水路群 上郷の温水路群 位置図/にかほ市 文化財保護課 

上郷温水路に

よる水の供給

範囲 

上郷温水路群かんがい面積分布図/にかほ市土地改良区 

河川 国土数値情報「河川」 2007 年度/国土交通省 国土政策局 

背景 
地理院地図（タイル、標準地図）/国土地理院 

赤色立体地図 アジア航測（株） ※特許 3670274号 

温水路の施工

年度 
秋田県土地改良史/秋田県土地改良事業団体連合会 

温水路の水温 象潟町史 通史編下/象潟町 

なお、地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報及び電子地形図

（タイル）を使用した。（承認番号 平〇情使、第〇号） 
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図 5.4.1 にかほ市について（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4.2 にかほ市について（概要）  
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図 5.4.3 にかほ市の地形 

  

【1.にかほ市の地形】 

【説明文】 

・ にかほ市は、秋田県の南西端に位置し、南側は山形県との県境に接し、西側は日本海に

面しています。 

・ にかほ市の南側には活火山である鳥海山がそびえ、鳥海山の北西麓がにかほ市の市域に

入ります。 

・ 鳥海山の北麓には大きな馬蹄形の崩壊跡(東鳥海馬蹄形カルデラ)があり、これは、約

2500年前（紀元前 466年）に起こった象潟岩屑なだれの崩壊源です。 

・ 仁賀保駅から象潟駅の東側にかけては、象潟岩屑なだれ堆積物が堆積していて、流れ山

(ながれやま)と呼ばれる小山状の地形がたくさん分布しています。 

・ にかほ市の西側は南北に沖積平野が延び、海岸沿いには砂丘が発達しています。 

・ にかほ市の北東側は標高約 500ｍの丘陵地帯である仁賀保高原が広がっています。仁賀保

高原には、牧場やキャンプ場などレジャー施設があるほか、自然の風を生かした風力発

電の風車が立ち並んでいます。 

・ 鳥海山北麓に降った雨は、鳥海山の溶岩の中に浸透し、北麓の溶岩の下流側で、獅子ヶ

鼻湿原、元滝伏流水として姿を現します。 

・ 鳥海山西麓では、溶岩に浸透した降水が小砂川海岸や釜磯(遊佐町)などで海岸湧水とし

て湧出しています。また、海底湧水も分布し、岩ガキ等豊富な海産物の生育環境を形成

していると言われています。 
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図 5.4.4 にかほ市の地質 

【2.にかほ市の地質】 

【説明文】 

・ にかほ市の地質の基盤は新第三紀中新世の堆積岩である女川層や鮮新世から第四紀更新

世にかけての船川層などを基盤としています。 

・ 北西部に位置する仁賀保高原では、南側の鳥海山から流れ下った、由利原岩屑なだれ堆積

物象潟岩屑なだれ堆積物が基盤を覆って分布しています。 

・ 今から約 2500 年前(紀元前 466 年)に発生した象潟岩屑なだれは、主に白雪川の谷を北西

方向に流れ下り、南は象潟駅の東から、北は仁賀保駅周辺まで広く堆積しました。 

・ 仁賀保高原に分布する象潟岩屑なだれ堆積物は、東鳥海馬蹄形カルデラから北側に流れ下

った岩屑なだれの一部が、手前を横切る白雪川の谷を乗り越えて高原の上に分布したのも

です。 

・ にかほ市の南に位置する鳥海山は標高 2,236m の活火山で、別名「出羽富士」、「庄内富

士」とも呼ばれています。 

・ 鳥海火山は約 50 万年前から活動を始め、1974 年の噴火まで有史以来活動を続けています。 

・ 新しい火山である鳥海山は浸食により白雪川や奈曽川などの河川を通じて土砂を流下さ

せ、海まで運びます。海に運ばれた砂は、冬の季節風によって海岸から飛ばされて、海岸

後背に砂丘を形成しています。 
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図 5.4.5 にかほ市の降水量 

  

【3.にかほ市の降水量】 

【説明文】 

・ にかほ市の年平均降水量は、1589.7mm(「アメダスにかほ」の 30年平均値)で日本の平均降

水量約 1690mm(国土交通省「日本の水資源」より)に比べてやや少ない値です。 

・ 一方、鳥海鉾立ビジターセンターや鳥海山鉾立展望台が含まれるメッシュでの年間降水量

は 2617.7mmであり、日本の平均降水量の 1.5倍以上多い値になります。 

・ にかほ市内の降水量の分布は標高の高い南側の鳥海山麓で多く、北から北西に向かって少

なくなる傾向がみられます。 

・ 月別平均降水量を見ると、1～6月までは雨が比較的少なく、7～12月にかけては降水量が

多くなっていることが判ります。 



5.試作図の作成 

5-13 

 

 

 

 図 5.4.6 にかほ市のジオパークのみどころ 

【4.にかほ市のジオパークのみどころ】 

～ジオサイトと文化サイト～ 

【説明文】 

・ 秋田県にかほ市、由利本荘市、山形県遊佐町、酒田市にまたがる「鳥海山・飛島」地域は、

2016年に日本ジオパークネットワークへ認定されました。 

・ 鳥海山・飛島ジオパークでは、「日本海と大地がつくる水と命の循環」をテーマに掲げ、

この水と命の循環を間近に観察することのできる貴重な自然や文化を次の世代につなげ

るための活動が行われています。 

・ にかほ市には、ジオパークの見どころとして、ジオサイトと文化歴史サイトが多数設定さ

れています。 

・ ジオサイトとは、現地でみられる地質、地形、歴史などの観察ポイント(ジオポイント)を、

そのジオパークを特色づける一つの特徴的なテーマでまとめた「見どころ」のことです。 

・ 文化・歴史サイトは地域特有の産業や農業活動や歴史的史跡など、文化的な視点からジオ

パークを楽しみ・学ぶことができる場所です。 

・ また、にかほ市観光拠点センター「にかほっと」やにかほ市象潟郷土資料館などの拠点施

設があり、ジオパークに関する資料や展示などがあります。 
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図 5.4.7 にかほ市のジオパークのみどころ 
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図 5.4.8 にかほ市の水循環 

【5. にかほ市の水循環】 

～日本海と大地がつくる水と命の循環～ 

【説明文】 

・ 日本海や大地から蒸発した水蒸気が雨や雪として鳥海山に降ります。 

・ 降った雨や雪は、鳥海山に染み込んだり、鳥越川などの河川を通じて流れ下り、にかほ市

の大地を潤します。 

・ 大地を潤した水は、最終的に日本海に流れ込みます。 

・ 鳥海山の伏流水が、砂浜や 0.5m～10mほどの海底から湧き出ます。 

・ 海底湧水がもたらす温度差により、プランクトンが多く発生し、豊かな海底資源を生み出

します。 

・ 甘みが強く味の濃い天然の岩ガキが水揚げされるほか、アワビやハタハタなどの漁業も盛

んです。 

・ 奈曽渓谷には多くの砂防堰堤が存在します。中には、秋田県内で初めて作られた堰堤もあ

り、現在も周辺地域を土砂災害から守る役割を担っています。 

・ 元滝伏流水では、鳥海山の溶岩の中を長い年月をかけて通ってきた水が、幅約 30mの岩肌

一帯から流れ落ちます。 

・ 他にも鳥海山山麓では、獅子ヶ鼻湿原や奈曽の白滝など、鳥海山を伏流した水が地表に現

れるポイントが点在します。 

・ 鳥海山から、冷たい雪解け水が流れ下ります。 

・ 冷たい雪解け水は農業に適さず、作物の生育障害を引き起こします。その対策として温水

路が造られました。 

・ 温水路の特徴は、水路幅が広く、水深が浅く、流れが緩やかであることです。これにより

太陽熱で水を温めることができます。 

・ 標高約 500m の仁賀保高原は、鳥海山と日本海を一望することができます。 

・ 大潟ため池など、大小複数のため池が点在します。ため池の水は、農業用水として近隣の

農地や牧草地を潤します。 
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図 5.4.9 にかほ市における地下水・湧水の産業利用 

  

【6.にかほ市における地下水・湧水の産業利用】 

～規制と利用状況～ 

【説明文】 

・ にかほ市では TDK 株式会社等、大規模工事の工業用水や水道水源として、地下水や伏流

水の利用が行われています。 

・ 国土交通省の「全国地下水資料台帳」に記載されている揚水井戸や、にかほ市ガス水道

局が取水している上水道水源井戸の位置を地図上に示すと、その多くが、海岸付近の低

地ではなく、台地や扇状地、鳥海火山山麓に分布していることが判ります。 

・ 事業用の井戸毎の揚水量は 30～2400 ㎥/日程度、水道水源の取水量は 2～2700 ㎥/日程度

が利用されています。 

・ これらの水源井戸の上流域は、にかほ市水道水源保護条例に基づく水源保護地域に指定

されていて、水質・土壌汚染や地下水の枯渇を引き起こす恐れのある事業などについて

規制がされています。 

・ また、鳥海山周辺の湧水に関する研究も進められ、山麓での湧水量の測定等が行われて

います。 

・ 鳥海山周辺の湧水等の流量は 9～26000㎥/日程度であり、これらの湧水は河川を通じて

下流側の農業用水として利用されています。 

・ にかほ市には地下水を利用する産業があり、精密機械工場や温泉の他、サケの人工ふ化

や酒蔵、味噌・醤油の醸造、地下水を使った和菓子店や洋菓子店、豆腐屋や蕎麦屋が豊

富な地下水の恩恵を受けています。 
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図 5.4.10 にかほ市の地下水に関連する産業について  

【7.にかほ市の地下水に関連する産業について】 

【説明文】 

【仁賀保・金浦地区】 

・ 精密機械工場（TDKなど）が多いです。 

・ 市内では数少ない酒蔵や醸造工場（しょうゆ・みそ）があります。 

・ 地下水に関連する企業の多くが海岸に沿って立地しています。 

【象潟地区】 

・ 象潟地区では温泉施設が多いですが、北部には精密機械工場もあります。 

・ 仁賀保・金浦地区と同じく、地下水に関連する企業の多くが海岸に沿って立地していますが、

一部企業は内陸地にも立地しています。 

・ 大竹地区ではイチジクの栽培が盛んで、秋田県内で流通するイチジクの 9 割はここで栽培さ

れています。また、イチジクを使用した菓子類も製造しています。 

【サケの人工ふ化】 

・ にかほ市南部に位置し、鳥海山麓より流れる川袋川は鳥海山の湧水によって形成される川で

す。 

・ 川袋川のサケ（シロザケ）の遡上個体数は県内 1 位で、サケの人工ふ化（栽培漁業）が盛ん

です。 

・ サケの遡上がピークとなる 10 月中旬～11 月上旬にかけて、川袋川ではサケの捕獲が行われ

ます。 

・ 捕獲したサケから卵を採集し、人工孵化場にて卵を孵化させます。 

・ 卵や稚魚は湧水を使った水槽で飼育され、3月～4月上旬まで飼育されます。 

・ 大きくなったサケの稚魚は川袋川に放流され、川を下り、海に旅立ち、再び川袋川に戻って

きます。 
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図 5.4.11 寒冷地の稲作のための工夫 

 

 

 

 

 

  

【8.寒冷地の稲作のための工夫】 

～上郷温水路群の役割と歴史～ 

【説明文】 

・ 鳥海山の北麓に降った雨や雪は溶岩に浸透して麓の湧水や鳥越川により、北東に流下して

います。 

・ 鳥越川の河川水は中流域で農業用水として取水され、上郷温水路群によって下流側の水田

を潤しています。 

・ 上郷温水路群の温水路は長岡、水岡、小滝、象潟、大森の 5 つの水路によって、5 つの地

区に供給されています。 

・ このうち、長岡温水路の水は、台地上の水田に利用された後、赤石川を流下して途中から

象潟駅北側の海沿いの水田にも供給されています。 
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図 5.4.12 上郷温水路群の歴史と近代農業への貢献 

 

 

 

 

【9.上郷温水路群の歴史と近代農業への貢献】 

【説明文】 

・ 古くから、上郷地区(旧象潟町 横岡字目貫谷地地内)の稲作は鳥海山の融雪水と湧水によ

って育まれてきました。 

・ しかし、これらの水は水温が著しく低く、夏でも 10度前後の冷水を取水しなければならな

いため、上郷地区では古来より、最上流の水田を犠牲にして水温を上昇させる方法(「水ぬ

るめ(犠牲田)」)など、冷水障害を最大の課題としてその対策に腐心してきました。 

・ 大正時代、上流で水力発電の計画が進められ、その保証金などを原資として、昭和 2年、

日本初の温水路(旧長岡温水路)が誕生しました。 

・ この温水路は、太陽熱を利用して水温を上昇させるために、水路の幅を広くし、水路に段

差を作ってゆっくりと水を流し、その落差を利用して暖かい空気を攪拌させるような構造

をしています。 

・ 旧長岡温水路により、その効果が確かめられ、昭和 26年から県営事業として、5本の温水

路(総延長 6km)が構築され、昭和 32年に完成しました。 

・ 上郷温水路群は、鳥海山の冷水に敢然と挑戦した近代農業の偉大なる足跡の一つです。 
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6． 今後のパイロット地区候補選定のための調査 

 アンケート内容の検討 

今後の調査等の検討に資するために、地域における水調査に対する積極性、水ブランドや水イ

ベントの有無、地下水関連の地域資源、地下水データの有無、ホームドクターの存在等について

の情報収集ができるようにアンケート調査を行った。 

昨年度の業務において、過年度までのパイロット地区が関東地方以西に偏っていたことから、

アンケート調査の対象地域を湧水等で有名な地域を有する秋田県および山形県の市町村とした。

その結果、今後の候補地の選定や調査のあり方等を検討するために必要な有益な情報が多く得ら

れた。そのため、今年度の調査においては、宮城県 35市町村、福島県 46市町村の計 81市町村を

対象にアンケートを実施した（表 6.2.1及び図 6.2.1）。 

アンケート調査のフローを図 6.1.1に示す。市町村の窓口となる部署を市町村の HPで確認し、

調査実施前にアンケート調査への協力依頼、担当部署の再確認及びアンケート受領担当者の確認

のために電話連絡を行った。アンケートは、今後の水細部調査の可能性を確認するために、地下

水への取り組み状況、産業・歴史・教育等と関連のある地下水や湧水の有無、地下水の観測デー

タの有無や内容、有識者（ホームドクター）の有無、水細部調査の関心の有無等を含めた。主な

設問は以下のとおりである。 

・ 地下水に関する施策や事業を実施または実施する予定がありますか 

・ 水に関連した商品のブランド化や水を利用した地域活性化の取り組みを行っていますか 

・ 地下水や湧水に関連した観光、産業、歴史、文化などがありますか 

・ 地下水の観測データはありますか 

・ 地下水に関する問題や課題について、ご相談をされている有識者はいますか 

・ 「地下水情報の利活用」 に関心がありますか 

     

図 6.1.1 アンケート調査のフロー 

アンケート票の作成 担当部署の確認 

担当部署への連絡 発注者による内容
確認 

アンケート調査の実施 

結果とりまとめ 
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 アンケート調査の実施 

アンケート調査は 12 月 16 日から実施し、締切日を翌年の 1 月 31日とした。12 月 23日から 2

月 3日までに 58 自治体（62部署）から回答があり、72.8％の回答率を得た。 

 

表 6.2.1 アンケート対象市町村一覧 

 

 

No. 県 市町村 No. 県 市町村 No. 県 市町村 No. 県 市町村

1 福島県 福島市 26 福島県 湯川村 1 宮城県 仙台市 26 宮城県 利府町

2 福島県 会津若松市 27 福島県 柳津町 2 宮城県 石巻市 27 宮城県 大和町

3 福島県 郡山市 28 福島県 三島町 3 宮城県 塩竈市 28 宮城県 大郷町

4 福島県 白河市 29 福島県 金山町 4 宮城県 気仙沼市 29 宮城県 大衡村

5 福島県 須賀川市 30 福島県 昭和村 5 宮城県 白石市 30 宮城県 色麻町

6 福島県 喜多方市 31 福島県 会津美里町 6 宮城県 名取市 31 宮城県 加美町

7 福島県 二本松市 32 福島県 西郷村 7 宮城県 角田市 32 宮城県 涌谷町

8 福島県 田村市 33 福島県 泉崎村 8 宮城県 多賀城市 33 宮城県 美里町

9 福島県 伊達市 34 福島県 中島村 9 宮城県 岩沼市 34 宮城県 女川町

10 福島県 本宮市 35 福島県 矢吹町 10 宮城県 登米市 35 宮城県 南三陸町

11 福島県 桑折町 36 福島県 棚倉町 11 宮城県 栗原市

12 福島県 国見町 37 福島県 矢祭町 12 宮城県 東松島市

13 福島県 川俣町 38 福島県 塙町 13 宮城県 大崎市

14 福島県 大玉村 39 福島県 鮫川村 14 宮城県 富谷市

15 福島県 鏡石町 40 福島県 石川町 15 宮城県 蔵王町

16 福島県 天栄村 41 福島県 玉川村 16 宮城県 七ヶ宿町

17 福島県 下郷町 42 福島県 平田村 17 宮城県 大河原町

18 福島県 檜枝岐村 43 福島県 浅川町 18 宮城県 村田町

19 福島県 只見町 44 福島県 古殿町 19 宮城県 柴田町

20 福島県 南会津町 45 福島県 三春町 20 宮城県 川崎町

21 福島県 北塩原村 46 福島県 小野町 21 宮城県 丸森町

22 福島県 西会津町 22 宮城県 亘理町

23 福島県 磐梯町 23 宮城県 山元町

24 福島県 猪苗代町 24 宮城県 松島町

25 福島県 会津坂下町 25 宮城県 七ヶ浜町
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図 6.2.1 アンケート対象市町村位置図 

  

浜通り地区は除く 
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 アンケート調査の結果 

アンケート結果について、設問ごとにグラフを作成し、その右に解答をまとめた。 

 

  

 

  

 

 

  

・ 地下水に関する施策や事業を実施もしく

は実施する予定のある自治体は 9.7％（6

自治体）が該当した。 

・ 具体的な施策や事業には、飲料水対策事

業（井戸掘削補助事業）、克雪対策事業、

天然炭酸温泉を活用した地域振興施設の

運営、水道事業、水源開発施設整備事業、

水安全計画の実施が挙げられた。 

はい
9.7%

いいえ
90.3%

①地下水に関する

施策や事業を実施

または実施する予

定がありますか

（Ｎ=62）

はい
6.5%

いいえ
88.7%

無回答
4.8%

③水に関連した商

品のブランド化や水

を利用した地域活性

化の取り組みを行っ

ていますか（Ｎ=62）

・ 水に関連した地域活性化の取り組みを行

っている自治体は 6.5％（4 自治体）が該

当した。 

・ スーパーや自販機での水の販売、町内企

業が行っている天然炭酸水の PR や天然

炭酸温泉施設の PR、水道水のボトルウォ

ーター製造・販売・PRとしての配布、地

理的表示保護制度への登録申請が挙げら

れた。 
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はい
19.4%

いいえ
79.0%

無回答
1.6%

⑤地下水や湧水に

関連した観光、産

業、歴史、文化など

がありますか

（Ｎ=62）

はい
21.0%

いいえ
79.0%

⑦地下水の観測

データはありますか

（Ｎ=62）

・ 地下水の観測データを有する自治体は

21.0％（13自治体）が該当した。 

・ 汚染源周辺調査（経過観察）のデータ（最

も古いデータは平成 7 年度）、植物群落の

地下水データ（同平成 13 年度）、地下水

調査データ（同平成 25 年度）、地下水位

データ（同昭和 51 年度）、水質データ（同

平成 24 年度）、地下水揚水量実態調査デ

ータ、県による水質データなどが挙げら

れた。 

 

・ 地下水や湧水に関連した観光や産業が

ある自治体は 19.4％（12 自治体）であ

った。 

・ 湧水群、清水、温泉（炭酸温泉）、泉、醸

造業（日本酒）、水利用にかかわる歴史、

地熱発電、天然炭酸水の販売、冬水田ん

ぼ、世界農業遺産などが挙げられた。 
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・ 「地下水見える化調査」に関心のある自

治体は 35.5％（22 自治体）が該当した。 

・ 理由として、「水は大切で限りある資源で

あることを町民に理解してもらい、 節水

意識を高めたい」、「井戸水を利用してい

る工場等がある。企業誘致において、井

戸水の利用可否についての問い合わせ等

がある」、「地下水の大切さを市民に理解

してほしい」、「災害時の応急給水源とし

ての利用を検討したい」、「全国的にも珍

しい天然炭酸水及び炭酸温泉を全国に売

り込みたい」、「地下水が豊富であり、井

戸利用者が多い」、「地下水を汲み上げて、

町の水道水として使用している。井戸水

を使用している住民がいる」、「予備水源

として地下水の利用を考えている」、「地

下水を活用した農作物を栽培している」、

「地下水の重要さを理解してもらい、災

害時の生活用水への有効活用への意識を

高めたい」などが挙げられた。 

はい
1.6%

いいえ
96.8%

無回答
1.6%

⑨地下水に関する

問題や課題につい

て、ご相談をされて

いる有識者はいます

か（Ｎ=62）

はい
35.5%

いいえ
64.5%

⑪ 「地下水情報の

利活用」に関心があ

りますか（Ｎ=62）

・ 地下水に関する問題や課題につい

て相談している有識者がいる自治

体は 1.6％（1自治体）が該当した。 

・ 自治体が相談している有識者は日

本大学の准教授であった。 
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 7． 水細部調査準則（案）及び作業要領（案）の適用性検証及び 

それらの更新案の作成 

7.1  水細部調査準則（案）及び作業要領（案）の適用性検証 

過年度業務にて作成された以下の準則類を用いて、本年度のパイロット地区であるにかほ地区

における「地下水見える化調査」を実施した結果、明らかになった課題の修正点等について検討

した。 

使用した準則類は以下の通り。 

地下水見える化手法調査作業準則（仮称）（素案）    平成 31年 3月版 

地下水見える化手法調査作業要領（仮称）（素案）    平成 31年 3月版 

地下水見える化手法調査作業マニュアル（案）第 0.1版  平成 31年 3月版 

 

にかほ地区における「地下水見える化調査」を実施した結果、準則類の記載内容について、以

下のような課題があげられた。 

 

（１）作業準則（仮称）（素案）について 

作業準則（仮称）（素案）の記載内容は、「地下水見える化調査」の基本項目について、用

語の定義や作業方針の概要を定めたものであることから、本年度の適用性検証で特に課題

はあげられなかった。 

 

（２）作業要領（仮称）（素案）について 

作業要領（仮称）（素案）の記載内容については、以下の課題があげられた。 

① 参考資料の試作地図（図版集）に最新地区を追加する必要がある。 

② 5万分の 1地質図幅の利用について記載する必要がある。 

 

（３）作業マニュアル（案）について 

作業マニュアル（案）の記載内容については、以下の課題があげられた。 

① 4.資料収集・整理等の聞き取り調査対象の項目で、ジオパーク推進協議会等、自治体

の枠を超えた活動体に関する記載がない。 

② 表 2 ③有識者に関する情報等で、ジオパークにおけるアドバイザー的有識者につい

て記載する必要がある。 

③ 4-3 地区調査委員会の設置では、都城地区や安曇野地区のように WG を設置せずに調

査を行う場合もあるため、設置しない場合の記載が必要である。 

④ 4-4 資料収集作業 表5に5万分の1地質図幅に関する情報を追加する必要がある。 

⑤ 5-1 地下水情報の整理 表 7 に「地下水・湧水の産業利用」、「湧水の農業利用の課



7.水細部調査準則（案）及び作業要領（案）の適用性検証及びそれらの更新案の作成 

7-2 

題と工夫」の項目を追加する必要がある。 

⑥ 5-1 地下水情報の整理 表 7 の地域教育・環境教育に資する地下水の主題図のない

ように学習副読本を加える必要がある。 

 

7.2  水細部調査準則（案）及び作業要領（案）の更新案の作成 

前項で挙げられた課題を基に、「作業要領（仮称）（素案）」および「作業マニュアル（案）」の更

新を行った。以下に、それぞれの更新案を示す。なお、内容を更新した箇所については、赤字で

示した。 
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 8． 成果の利活用・普及啓発等の検討及び水基本調査として今後より取り組

むべき方向性の整理 

8.1  利活用事例集の検討 

地下水の見える化成果の利活用事例集には、過年度報告書に掲載された、他省庁の地下水関連

図を含めた「地下水調査のアーカイブ（案）」と、国土情報課 HP 上にある過年度成果である「地

下水情報図」（PDF）の 2つが存在する。 

（1） 地下水調査のアーカイブ（案）の更新 

  平成 29 年度に作成された地下水調査アーカイブ（案）について、平成 31 年度中に収集した

情報を追加し更新を行った。更新した地下水調査アーカイブ（案）は資料編に取りまとめた。 

 

8.2  成果の利活用説明会開催等の実施 

今後、地下水調査成果の利活用を促進するために、調査成果を行政や市民、企業などに向けて

様々な形で発信していくことが重要である。本業務では、その一環として表 8.2.1 に示す 3 箇所

で既往調査を含めた地下水調査成果の発表を行った。会場の様子を図 8.2.1～図 8.2.3に示す。 

表 8.2.1 成果の利活用説明会開催の実施状況 

成果発表の場 実施月日 実施場所 発表方法 

日本第四紀学会 

2019年大会 
2019年 8月 25日 

銚子市保健福祉センター

すこやかなまなびの城 
パネル展示 

日本地下水学会 

2019年秋季講演会 
2019年 10月 10 日～11日 松江テルサ パネル展示 

日本応用地質学会 

令和元年度 研究発表会 
2019年 10月 24 日～25日 

シティホールプラザ 

アオーレ長岡 
パネル・模型展示 
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図 8.2.1 日本第四紀学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.2.2 日本地下水学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 8.2.3 日本応用地質学会 
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8.3  専門家ヒアリング 

「地下水の見える化調査」の継続実施を目的として、国が実施する地下水調査（水基本調査）

のあり方、国内における地下水に関連する新たな事業や地下水情報、国内外における地下水調査

の動向、オープンデータ化などの情報を入手するため、専門家ヒアリングを行った（表 8.3.1）。

ヒアリングの際に出された主な意見を以下に示す。 

表 8.3.1 ヒアリングを実施した専門家 

対象者 所属等 専門等 

谷口真人 総合地球環境学研究所副所長 
地下水学会長、国内のみならず海外の水関連情報

等に精通 

 

＜ホームドクター候補について＞ 

・ 秋田大学の林先生と網田先生に、六郷で実施した水サミットに来てもらったことがあ

る。 

・ 秋田大学の網田先生と熊本大学の嶋田先生と、遊佐町の海底湧水について研究したこと

がある。 

 

＜地下水の見える化調査の成果について＞ 

・ 図版集の 3D イラストは、地下水だけでなく地表水にも流向を示す矢印があるとよい。 

・ 図版集のヘキサダイアグラムは、日本や海外の平均値（幅）を凡例として示すとわかり

やすいと言われている。 

・ 模型の断面に縮尺をつけた方がよい。 

・ 図版集や模型の利用者の感想を、フィードバックできるとよい。 

・ 成果が集まりつつあるため、これまでの見える化成果の総括を行うとよい。 

・ 学会での成果発表時に、実際に授業等で図版集や模型を利用する際の問題点などについ

て、来場者にアンケートを行えるとよい。 

 

8.4  今後の方向性の検討 

 本業務で実施した地下水の見える化調査（試作図の作成）等を通して得られた成果を基に、今

後の方向性について、以下の 3点の観点から検討・考察を行った。 

 

＜試作図の主題（テーマ）＞ 

地下水見える化調査の開始当初に作成した試作図は、地下水の情報を図面化することをテ

ーマとしたものが多かったが、近年は地域のニーズを反映し、地域課題の解決に資するテー

マを設定することが多くなってきた。今後は、地域が独自に地下水見える化の手法を用いた
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調査に取り組む際に参考となるような試作図を作成することが有効である。具体的には、地

域が求めているテーマを設定し、地域の課題により直結する人文・社会・経済に関する情報

と地下水の情報を組み合わせ、それらの関係性や課題を明らかにするような試作図を作成し、

他の地域で取り組む際により参考となる試作図を作成することが必要である。本年度の調査

では、ジオパークの活動の中心となっている自治体と協働して調査を進め、ジオパークの活

動の中で課題として挙げられている情報発信を地下水の見える化を通して等検討することが

できた。 

 

＜成果の利活用＞ 

地下水の見える化調査では、これまで試作図の図面や報告書を主な成果とし、PDF 形式等

で作成、一般に公開している。近年、VR、ARなどの技術が普及し、観光施設や各種イベント

の際にも使われるようになってきた。今後は、成果の利活用促進のために、地下水の見える

化の手法としても、それらの技術を活用したよりリアリティのある表現方法を採用すること

が有効と考えられる。地下水の見える化調査の図面作成工程では、多くの情報が GIS データ

として作成されており、AR、VRで活用可能なデータに加工することは比較的容易である。そ

のため、過去の調査成果の GISデータを活用して、観光施設や屋外のジオサイトの場で体験、

体感できるようなシステム（アプリ）上で表現するような事例を作ることで、成果の活用の

幅がより広がるものと考えられる。本年度の調査におけるヒアリングの中でも、有識者から

ジオサイト等での VR、AR技術の活用に期待する意見が出された。 

 

＜ジオパーク推進協議会との連携＞ 

これまでパイロット地区は、地元自治体による地下水に関する基礎的な調査が進められて

おり、地域に地下水に関する情報が豊富にあるなど、図面化の実現性が高い地域が主に選定

されてきた。一方、地下水資源が豊富かつ地域の地下水利用が盛んであるにも関わらず、地

域に地下水の情報が少ない地域においては、大学や研究機関が保有するデータの活用やそれ

らの機関のデータ取得のタイミングに合わせるなどの連携により、地下水の見える化調査を

行うことで図面化の実現性が高くなるとともに、地域における地下水調査の促進につながる

ことも指摘されている。 

本年度の調査では、ジオパークの活動の中心となっている自治体から知見が得られ、本調

査との親和性が非常に高いことが判ってきた。特に、自治体をはじめ複数の機関で構成され

ることが多いジオパーク協議会では、独自に活動するためのリソースがあることが多く、ジ

オパーク内の地下水・湧水情報の見える化成果を踏まえて、独自の活動につながる可能性が

あることが判った。今後は、全国のジオパーク協議会等へのアンケートなど、ニーズの把握
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に努めることで、地下水の見える化調査の実施主体の多様化が図れるものと考えられる。 

 

以上 
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